
貴
座
長
。
年
末
年
始
に
地
元
の
宮

戸

城
県
を
回
り
、
農
家
か
ら
制
度
の

一

の
欲
評
価
と
と
も
に
長
期
安
定
的
な
農

一

償
意
政
へ
の
要
望
を
受
け
て
き
た
o

法

一

面
じ
制
化
の
前
に
は
制
度
の
検
証
・

2

帥
U
M
U
直
し
を
め
ぐ
る
与
野
党
協
議
が
控
E

R
M
告
叩
え
る
D

「
計
画
的
な
資
金
繰
り
や

切

戸
法
曽
農
活
動
を
求
め
る
生
産
現
場
の

一

い
」
と
語
る
民
主
党
・
戸
別
所
得
声
に
応
え
る
た
め
に
も
、
法
制
化

一

補
償
制
度
等
検
討
W
Tの
石
山
敬
す
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
強
調
。

概

炉
自
器
語
長
著
書
臨
時
回
目
F
d自
器
移
話
器
開
閉
司
盟
諸
滋
事
私
自
由
司
揺
胡
司
比
高
見
習
量
持
詳
島
出
閉
館
軒
恥
阪
肝
障
昨
日
富
由
富
田
均

‘I

E

b

F

.

‘

p
-
i
L
-

一
就
農
者
の
増
加
と
定
着
、
農

言
恒
司
千

A
吋

、

主

将

嘱

望

h
p
h方
』

一地
集
積
を
支
援
す
る
仕
組
み

来
年
度
か
ら
の
新
事
業
の

一

議
員
か
ち
は
、
支
援
す
る

特
徴
に
つ
い
て
同
省
は
、
地

一経
嘗
体
の
選
定
や
農
地
集
積

域
で
の
話
し
合
い
を
基
に
将
一
促
進
に
つ
い
て
意
見
が
相
次

来
を
見
据
え
た
「
人
・
農
地

↑
い
だ
。
梶
原
康
弘
民
(
衆
・

フ
ラ
ン
」
の
作
成
を
挙
げ

一兵
庫
)
は
「
地
域
で
中
心
と

た
。
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
新
規

一な
る
人
材
確
保
が
課
題
。
プ

ラ
ン
を
作
っ
て
も
動
か
す
人

材
が
い
な
け
れ
ば
、
絵
に
か

い
た
も
ち
に
な
る
」
と
指
摘

し
た
D
中
野
渡
詔
子
氏
(
衆
・
比

例
東
北
)
は
「
既
存
の
集
落

営
農
と
農
地
集
積
に
意
欲
あ

る
若
手
農
家
が
地
域
で
共
存

で
き
る
よ
う
、
国
は
丁
寧
に

事
業
を
推
進
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
注
文
。
山
岡
達
丸
氏

(
衆
・
比
例
北
海
道
)
は
「
プ

ラ
ン
作
成
を
円
滑
に
進
め
る

支
援
が
大
事
D

ひ
な
型
の
提

示
や
現
場
で
の
き
め
細
か
い

指
導
が
欠
か
せ
な
い
」
と
国

に
要
望
し
た
。
こ
の
他
、
事

業
推
進
で
J

A
の
役
割
に
目

を
向
け
る
よ
う
提
案
も
あ
っ

た

と
の
考
え
を
示
し
た
。
自
民

党
の
細
田
博
行
民
へ
の
答

弁
。
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定

(
T
P
P
)
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
鹿
野
道
彦
農
相
が

「関
係
各
国
が
わ
が
国
に
何

を
求
め
る
か
、
協
議
を
通
じ

て
し
っ
か
り
と
情
報
収
集
を

し
、
農
林
漁
業
者
を
含
む
国

民
各
層
に
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

就
農
・
集
積
事
業
で

民
主
・
戸
別
補
償
W
T

民
主
党
農
林
水
産
部
門
会

議
戸
別
所
得
補
償
制
度
等
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
l
ム
(
W

T
、
石
山
敬
貴
座
長
)
は
お

目
、
農
水
省
か
ら
新
規
就

塵
、
農
地
集
積
に
関
す
る
新

規
事
業
の
説
明
を
受
け
た
。

議
員
か
ら
は
、
地
域
で
の
円

滑
な
合
意
形
成
と
施
策
の
導

入
に
向
け
て
、
政
府
の
支
援

を
要
望
す
る
声
が
上
が
っ

た

ヲ
一
雇
用
優
先

破
れ
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
以
来
の
共

和
党
政
権
が
で
き
れ
ば
、
通
商
政
策

は
様
変
わ
り
す
る
か
ら
だ
。

注
目
さ
れ
た
通
商
政
策
で
は
、
韓

国
な
ど
と
の
2
国
閣
の
自
由
貿
易
協

定

(
F
T
A
)
に
伴
い
自
動
車
輸
出

が
増
え
る
見
通
し
を
示
す
に
と
ど

め、

T
P
P
へ
の
言
及
は
な
か
っ

た。

T
P
P
の
存
在
そ
の
も
の
が
そ

れ
ほ
ど
認
知
さ
れ
て
い
な
い
実
態
に

加
え
、
極
端
な
自
由
化
で
逆
に
米
国

の
雇
用
悪
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
な
ど
と
の
懸
念
も
配
慮
し
た
と

の
見
方
が
強
い
。
こ
れ
を
ど
う
見
た

ら
よ
い
の
か
口
米
通
商
代
表
部
に
よ

る
T
P
P
へ
の
意
見
募
集
で
J

A
全

匂
一
方

一要だ」

軸
を
鮮

米
国
は

下
院
選

ーー
ピ
r

一」
「
政
治

台
湾
に

、
米
国

統
領
選

指
導
者

近
平
体

中
で
も

向
が
大

統
領
が

中
の
日
米
双
方
に
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
と
指
摘
し
た
見
解
が
反
響
を
呼

ん
だ
。

T
P
P
の

「異
常
協
定
」
の

実
態
を
米
圏
内
で
訴
え
る
必
要
も
あ

る
だ
ろ
う
。

訪
米
し
た
毘
主
党
国
会
議
員
で
つ

く
る
「T
P
Pを
慎
重
に
考
え
る
会
」

の
山
田
正
彦
会
長
は
、
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
で
の
会
見
で
「先
に
結
ん
だ
北

米
自
由
貿
易
協
定
(
N
A
F
T
A
)
で

1
0
0万
人
の
雇
用
が
賃
金
の
安
い

メ
キ
シ
コ
に
奪
わ
れ
た
と
い
う
認
識

が
あ
り
、
自
由
貿
易
そ
の
も
の
に
懐

疑
的
な
見
方
が
広
が
っ
て
い
る
」
と

話
し
た
口
自
動
車
や
鉄
鋼
な
ど
米
圏

内
の
基
幹
産
業
の
業
界
や
労
組
も
T

P
P反
対
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

今
回
の
オ
バ
マ
演
説
は
こ
う
し
た
背

景
の
中
で
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
D
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